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【平成２７年度一般会計決算状況】 
１ 総 括 

平成２７年度予算は、埼玉県後期高齢者医療広域連合の運営、管理に必要な各経費を主に計上しており、一般会計歳入歳出予算額は最終

的に１４億７，６２３万４千円となりました。 
また、一般会計歳入歳出決算額は歳入が１４億７，６２５万８千円であったのに対し、歳出は１４億４，１６９万６千円であり、歳入歳

出差引額は３，４５６万２千円となっております。平成２７年度は、翌年度に繰り越すべき継続費逓次繰越額や繰越明許費繰越額等はあり

ませんので、実質収支額も同額となります。 
 
２ 歳 入 

構成市町村からの共通経費負担金が１４億５，２２３万５千円で、歳入全体の９８．３７％、前年度繰越金が２，２７４万５千円で同 
１．５４％、その他の収入額が１２７万８千円で同０．０９％となっております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ その他の内訳  特別調整交付金   ４４２千円 

預金利子      ５５９千円 

雑入        ２７７千円 

 
 

単位：千円 
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３ 歳 出 

 目的別では、民生費が１１億１，８４１万５千円で、歳出全体の７７．５８％、総務費が３億２，２２６万３千円で同２２．３５％、議会費 
が１０１万８千円で歳出全体の０．０７％となっております。 

性質別では、繰出金が１１億１，８４１万５千円で、歳出全体の７７．５８％、補助費等が２億６，０１０万５千円で同１８．０４％、物件

費が３，８７７万１千円で同２．６９％、人件費が２，４４０万５千円で歳出全体の１．６９％となっております。 
 
 
 歳出の目的別内容                      

議会費 ７月に臨時会、１１月と２月に定例会、計３回の議会 
を開催し、広域連合の条例、予算案等を審議しました。 

総務費  広域連合の運営や事務処理を円滑に執行しました。 
民生費  後期高齢者医療制度事業に係る事務経費を特別会計 

に繰出しました。  
 
 
 
 
 
 
 
 歳出の性質別内容 

人件費  議員報酬、非常勤職員報酬及び各種審議会等の委員 
報酬 

物件費  各種の委託契約に係る経費や物品の購入費用等 
補助費等 職員の派遣元自治体に支出している負担金や各種団 

体への負担金  
繰出金  一般会計から特別会計への繰出金 

 
 

単位：千円 

単位：千円 
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【一 般 会 計】 
主 要 施 策 の 成 果 
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議会費

細節 金額(千円）

総務課

01 報酬 議員報酬 285

09 旅費 費用弁償 9

消耗品費 0

食糧費 9

13 委託料 会議録作成委託料 450

14
使用料及び
賃借料

議会会場使用料 265

計 1,018

総務費

細節 金額(千円）

総務課

08 報償費 高齢者医療懇話会報償金 371

11 需用費 食糧費 6

通信運搬費 34

高齢者医療懇話会保険料 4

13 委託料 会議録作成委託料 119

14
使用料及び
賃借料

会議室使用料 63

計 597

総務課

01 報酬 非常勤職員報酬 20,796

04 共済費 社会保険料 3,263

13 委託料 健康診断委託料 73

計 24,132

総務課

13 委託料 財政分析委託料 681

計 681

総務課

19
負担金、補助
及び交付金

事務局職員給与等負担金 258,527
事務局職員33名の給与等相当分に係る負担金を支払った。

計 258,527

役務費

懇話会を４回開催し、保険料率の改定や、後期高齢者医療制度の円滑かつ適正な運
営について、広く関係者の意見を聞いた。

事務局職員給与等負担金

予算現額：281,472千円

財政状況分析、財務諸表（貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資
金収支計算書）の作成を行った。

財政分析事業

予算現額：681千円

非常勤嘱託員雇用事業

予算現額：25,185千円

11 需用費

節

臨時会１回、定例会２回を開催し、１６議案及び１請願の審議、審査を行った。

執 行 額
事 業 の 概 要

広域連合議会運営事業

予算現額：1,594千円

レセプト審査点検員４名、データ入力及び文書作成等の一般事務補助員６名の嘱託
員を雇用した。

後期高齢者医療懇話会開催事業

予算現額：925千円
12

課名・事業名

【一般会計】主要施策の成果

事 業 の 概 要
執 行 額

節

課名・事業名
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平成２７年度後期高齢者医療事業特別会計決算状況 
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【平成２７年度後期高齢者医療事業特別会計決算状況】 
１ 総 括 

 平成２７年度予算は、医療給付費等に係る予算を中心に計上しており、特別会計歳入歳出予算額は最終的に６，４３７億２，０４５万４千円

となりました。 
また、特別会計歳入歳出決算額は歳入が６，３４６億５，００２万９千円であったのに対し、歳出は６，１７４億８２０万５千円であり、歳

入歳出差引額は１７２億４，１８２万４千円となっております。平成２７年度は、翌年度に繰り越すべき継続費逓次繰越額や繰越明許費繰越額

等はありませんので、実質収支額も同額となります。 

２ 歳 入 

 支払基金交付金が２，５０５億９，１２９万３千円で、歳入全体の３９．４９％、国庫支出金が１，９４４億１，８０５万３千円で同３０．

６３％、市町村支出金が１，１３６億１，０９３万３千円で同１７．９０％、県支出金が４８１億２，５７０万円で同７．５８％、前年度繰越

金が２１０億４１２万３千円で同３．３１％、繰入金が５８億１，３７２万８千円で同０．９２％、その他が１０億８，６１９万９千円で同０．

１７％となっております。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 

 

 

※その他の内訳 特別高額医療費共同事業交付金  165,915 千円 
諸収入                      913,101 千円 
財産収入                        7,183 千円 

単位：千円 
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３ 歳 出 

 保険給付費が５，９２５億２，６９６万８千円で歳出全体の９５．９７％を占めており、諸支出金が１５４億２，９０８万円で同２．５０％、

基金積立金が５７億８，５４０万６千円で同０．９４％、保健事業費が２１億５，６２４万６千円で同０．３５％、総務費が１１億２，５６５

万３千円で同０．１８％、その他が３億８，４８５万２千円で同０．０６％となっております。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                  
 

 ※その他の内訳 県財政安定化基金拠出金     230,750 千円 
                                          特別高額医療費共同事業拠出金 154,102 千円 

単位：千円 
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【後期高齢者医療事業特別会計】 
主 要 施 策 の 成 果 
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総務費  

細節 金額(千円）

総務課

13 委託料
電算処理システム機器保
守管理等委託料

204,524

14
使用料及び
賃借料

広域連合システム機器等
賃借料

128,272

計 332,796

保険料課

11 需用費 印刷製本費 8,451

計 8,451

保険料課

13 委託料
被保険者証等作成業務委
託料

54,997

計 54,997

給付課

13 委託料
標準システム事務代行委
託料

186,650

計 186,650

給付課

13 委託料 レセプト点検委託料 77,760

計 77,760

給付課

13 委託料
医療費通知作成業務委託
料

83,707

計 83,707

給付課

13 委託料 損害賠償求償事務委託料 16,035

計 16,035

給付課

13 委託料
ジェネリック医薬品利用
差額通知業務委料

12,301

計 12,301

レセプト点検委託事業

予算現額：81,908千円

医療給付費の適正化を図るため、診療報酬明細書等（レセプト）の内容点検業務を
委託した。

後期高齢者医療に関する医療費
通知作成業務委託事業

予算現額：88,237千円

適正受診の促進及び医療機関からの不正請求防止のため、医療費通知の作成等の業
務を委託した。
（3回送付　計2,500,201通）

後期高齢者医療に関する標準シ
ステム事務代行業務委託事業

予算現額：199,831千円

広域連合の電算処理システムの円滑な運用を図るため、資格管理業務、賦課業務、
収納業務、給付業務に係る運用業務を委託した。

事 業 の 概 要
執 行 額

被保険者証等作成業務委託事業

予算現額：57,100千円

年次一斉更新のための被保険者証の作成及び封入・封かんとあわせ、市町村が使用
する年齢到達者用の被保険者証を作成した。
一斉更新用被保険者証（75.3万部）、年齢到達者用被保険者証（23.3万部）

後期高齢者医療電算処理システム（標準システム）の機器類（サーバ・端末・プリ
ンタ等）の機器調達・保守・運用管理業務を行った。

課名・事業名

後期高齢者医療制度の広報・周知用印刷物を作成した。
被保険者証交付時用ミニガイド（92万部）、保険料納付通知書送付時用ミニガイド
（96万部）、平成28・29年度保険料改定に伴う広報パンフレット（58万部）、制度
説明用パンフレット（2.5万部）、障害認定申請者説明用ミニガイド（1.3万部）、
被保険者証更新周知用ポスター（1.1万枚）

ジェネリック医薬品利用差額通
知業務委託事業

予算現額：15,639千円

医療給付費の適正化を図るため、ジェネリック医薬品利用差額通知の作成及び発送
等の業務を委託した。
（1回送付　計82,956通）

【後期高齢者医療事業特別会計】主要施策の成果

節

損害賠償求償事務委託事業

予算現額：17,306千円

交通事故等の第三者行為に係る医療費を請求するため、損害賠償求償事務を委託し
た。
件数割（505件 × @1,600円）　求償割額（609,070,276円 × 2.5%）

印刷製本事業

予算現額：12,218千円

電算機器運用・維持管理事業

予算現額：335,878千円
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保険給付費 　

細節 金額(千円）

給付課

19
負担金、補助
及び交付金

療養給付費等 581,473,621

計 581,473,621

給付課

19
負担金、補助
及び交付金

訪問看護療養費 1,778,414

計 1,778,414

給付課

13 委託料 審査支払委託料 1,345,149

計 1,345,149

給付課

19
負担金、補助
及び交付金

高額療養費 5,445,590

計 5,445,590

給付課

19
負担金、補助
及び交付金

高額介護合算療養費 505,315

計 505,315

給付課

19
負担金、補助
及び交付金

葬祭費 1,978,878

計 1,978,878

保健事業費 　

細節 金額(千円）

給付課

13 委託料 健康診査委託料 1,793,777

計 1,793,777

療養給付等支払事業

予算現額：607,103,542千円

被保険者が安心して医療を受け続けるため、審査を経た保険医療機関等からの診療
報酬明細書等（レセプト）に基づき、診療報酬等を支払った。

課名・事業名

課名・事業名
執 行 額

事 業 の 概 要
節

葬祭費支給事業

予算現額：2,246,450千円

葬祭費用を補助するため、被保険者が死亡した場合、申請により葬祭執行者に対し
て葬祭費を支給した。（葬祭費39,578件×@50,000円　※21,770円戻入あり）

節

健康診査委託事業
　
予算現額：2,038,084千円

被保険者の健康保持・増進のため、各市町村への業務委託により健康診査を実施し
た。（受診者数：232,639人　　受診率：33.5％）

訪問看護療養費支払事業

予算現額：1,778,414千円

被保険者が安心して訪問看護を受け続けるため、被保険者が居宅において、訪問看
護ステーションの看護師等から訪問看護を受けた場合の訪問看護療養費を支払っ
た。

高額療養費支給事業

予算現額：5,450,451千円

被保険者の負担軽減のため、１か月間に支払った一部負担金の合計が自己負担限度
額を超えた場合、申請により自己負担限度額を超えた金額を高額療養費として支給
した。

審査支払事務委託事業

予算現額：1,377,304千円

高額介護合算療養費支給事業

予算現額：506,186千円

適正な医療費を支払うために、保険医療機関等から請求のあった診療報酬明細書等
（レセプト）について請求内容の審査事務及び診療報酬等支払事務を委託した。
（審査支払手数料 22,149,903件×@60円
　レセプトオンライン請求システム手数料  21,540,307件×@0.75 円）

被保険者の負担軽減のため、１年間（８月１日～翌年７月３１日）に支払った医療
保険と介護保険の自己負担額を合算し、限度額を超えた場合、申請により限度額を
超えた金額を高額介護合算療養費として支給した。

執 行 額
事 業 の 概 要
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〈 参 考 資 料 〉 
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被保険者の加入状況（平成27年度）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

人　口 (人) 7,242,442 7,249,287 7,250,286 7,252,298 7,253,414 7,253,362 7,261,271 7,263,845 7,265,383 7,265,286 7,264,976 7,264,768

被保険者数 (人) 728,810 731,357 734,129 737,131 740,361 744,003 747,451 751,173 753,502 759,623 763,629 767,921

人口に占める
被保険者の
割合 (％)

10.06 10.09 10.13 10.16 10.21 10.26 10.29 10.34 10.37 10.46 10.51 10.57

注：人口は、埼玉県推計人口（毎月１日現在）による。
　　被保険者数は、広域連合の事業状況報告書Ａ表（毎月月末現在）による。
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人口 埼玉県の人口と被保険者数の推移 

人 口 (人) 

被保険者数 (人) 

9.80

9.90

10.00

10.10

10.20

10.30

10.40

10.50

10.60

10.70

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

％ 人口に占める被保険者の割合 
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○医療給付費の支給状況 

件数：２３，３９８，５１０件(レセプト件数・支給件数)  総額：５８９，２０２，９４０，３３０円  一人当たりの給付費：７９２，９１０円 

○高額療養費の支給状況（再掲） 

  件数：８９６，７８８件  総額：５，４４５，５９０，１３５円（1件当たり：約６，０７２円） 

○高額介護合算療養費の支給状況（再掲） 

  件数：３７，５０７件   総額：５０５，３１５，４７１円（1件当たり：約１３，４７２円） 

○移送費の支給状況（再掲） 

  件数：０件  総額：０円（１件当たり：０円） 

○葬祭費の支給状況 

件数：３９，５７８件  総額：１，９７８，８７８，２３０円 

○保健事業の実施状況 

健康診査受診者数：２３２，６３９人  受診率：３３．５％ 

 

<参考>市町村における保険料収納状況 

 

 

 

 

 

 

 

※ 収納額により算出 後期高齢者医療事業状況報告書(事業年報)B表(1)から 

 

現年度分 

 割合※ 調定額（円） 収納額（円） 収納率 

特別徴収 57.0% 30,992,774,160 30,992,774,160 100.00% 

普通徴収 43.0% 23,806,441,210 23,391,496,297 98.26% 

計 100.0% 54,799,215,370 54,384,270,457 99.24% 

滞納繰越分  787,795,839 262,454,885 33.32% 

合  計  55,587,011,209 54,646,725,342 98.31% 

<参考>低所得者への軽減状況      

  軽減判定所得区分(世帯) 被保険者数(人) 軽減額(円) 

均等割 9 割軽減 33 万円以下で､世帯の被保険者全員が年金収入８０万円以下かつその他の各種所得がない 149,937 5,727,593,400 

均等割 7(8.5)割軽減 33 万円以下 109,793 3,961,331,440 

均等割 5割軽減 33 万円＋(26×被保険者数）万円 以下 57,817 1,226,876,740 

均等割 2割軽減 33 万円＋(47×被保険者数）万円 以下 69,608 590,971,920 

均等割 5(9)割軽減(被扶養) 制度加入直前に被用者保険の被扶養者であった者 67,080 2,562,456,000 

所得割 5割軽減 旧ただし書所得 58 万円以下 73,895 888,623,000 

(  )内は実際の軽減割合   出納閉鎖直前の賦課状況(月次調定集計表)から  Ｈ２７現年度分のみ 
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○後期高齢者医療費等に係る決算状況 
特別会計決算の中で、後期高齢者医療制度の事務執行に係る経費を除いた療養の給付費等に要する費用や保険料を財源として執行した事業費

等の決算状況（後期高齢者医療費等に係る決算状況）を別にとりまとめました。 
 
医療費等に係る歳入については、全体で６，３３４億６，２９８万３千円となっており、その内訳は支払基金交付金（現役世代からの支援金）

が２，５０５億９，１２９万３千円で医療費に係る歳入全体の３９．５６％、国庫負担金（高額医療費負担金含む）が１，４８８億５，２２３

万６千円で同２３．５０％、保険料負担金（市町村で徴収した保険料）が５４７億３，０６０万９千円で同８．６４％、市町村からの療養給付

費負担金が４８５億３，１９５万２千円で同７．６６％、埼玉県からの療養給付費負担金（高額医療費負担金含む）が４８１億２，５７０万１

千円で同７．６０％、国からの調整交付金が４２１億５，０８６万９千円で同６．６５％、前年度繰越金が２０９億４，４５５万６千円で同３．

３１％、保険基盤安定負担金が１０３億４，８３７万２千円で同１．６３％、保険料減額措置等に係る保険料補てん分の交付金（臨時特例基金

の取崩し分含む）が３５億８，６９５万８千円で同０．５７％、保険給付費支払基金の取崩し額が４２億５，１４４万円で同０．６７％、健康

診査事業に係る補助金が２億４０８万７千円で同０．０３％、その他が１１億４，４９１万円で同０．１８％となっております。 
 
医療費等に係る歳出については、全体で６，１６２億８，２４６万２千円となっており、その内訳は療養給付費（訪問看護費、高額療養費な

ど含む）が５，８９２億２９４万円で医療費に係る歳出全体の９５．６１％、償還金が１５３億２９５万８千円で同２．４８％、基金積立金（保

険給付費支払基金）が５７億８，５３１万６千円で同０．９４％、葬祭費が１９億７，８８７万８千円で同０．３２％、健康診査事業に要する

費用（健康相談訪問指導に要する経費を含む）が１７億９，８７２万９千円で同０．２９％、審査支払手数料が１３億４，５１５万円で同０．

２２％、長寿・健康増進事業に要する経費が３億５，７５１万７千円で同０．０６％、財政安定化基金拠出金が２億３，０７５万円で同０．０

４％、その他が２億８，０２２万３千円で同０．０４％となっています。 
 
 なお、これらについて図に表したものが次ページ「平成２７年度 埼玉県後期高齢者医療費等に係る歳入歳出決算の概要」であります。 
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①歳入（後期高齢者医療費等に係る収入）　 億円
(F) 繰越金
209 億円 3.3%

(A) 国庫負担金 (B) 調整交付金(C) 県負担金 (E) 支払基金交付金　(現役世代からの支援金)

103 億円 1.6%
1,489 億円 422 億円 481 億円 485 億円 2,506 億円 億円

(H) 保険料軽減補填
37 億円 0.6%

(I ) 健診事業補助金
2 億円 0.0%

実績見込 実績見込 実績見込 実績見込 実績見込 (J) 第三者納付金等
1,400 億円 422 億円 484 億円 458 億円 2,501 億円 11 億円 0.2%

43 億円 0.7%

②歳出　（後期高齢者医療等に係る支出）　 億円 (N) 償還金

153 億円 2.5%

(M) 療養の給付等に要する費用 58 億円 0.9%
　（療養給付費・訪問看護費・高額療養費・高額介護合算療養費など）

保険料充当分 4 億円 0.1%
5,892 億円 億円

(Q) 審査支払手数料等
13 億円 0.2%

保険料充当分 (R) 葬祭費
億円 20 億円 0.3%

③決算剰余金 2 億円 0.0%

歳入（ 億円） － 歳出（ 172 億円 (T) 健康診査事業費
18 億円 0.3%

決　　算　　額 　実 績 見 込 額 返還予定額 (U) その他
国庫負担金精算 億円 － 億円 ＝ 億円 3 億円 0.0%
県負担金精算 億円 － 億円 ＝ 億円
市町村負担金精算 億円 － 億円 ＝ 億円
支払基金交付金精算 億円 － 億円 ＝ 億円
健診事業補助金精算 億円 － 億円 ＝ 億円
調整交付金精算 億円 － 億円 ＝ 億円
円滑運営臨時特例交付金 億円 － 億円 ＝ 億円

億円

④保険給付費支払基金積戻額
　 ◎決算剰余金（ 172 億円） － 返還　・　追加予定差引合計額（ 119 億円） 　＝ 53 億円 （歳出に対して 0.9%) ※金額は億円単位としているため、

　 実際の決算額とは一致しません。

6,335

(D) 市町村 (L) 保険料 (G) 保険基盤安定負担金等
(高額医療費負担金含む) (国庫） (高額医療費負担金含む) 　　　負担金 　　　負担金

(県3/4 市町村1/4)
23.5% 6.7% 7.6% 7.7% 39.6% 8.6%

547

95.6%

対象額の３/１２ 対象額の１/１２ 対象額の１/１２ 対象額の４/１０、現役並み被保険者分

(K) 保険給付費支払基金繰入金

追加予定額

6,163

(O) 保険給付費支払基金積立金

(P) 長寿・健康増進事業費等

496

51
(S) 財政安定化基金拠出金 

6,335 6,163 億円）＝

481 484 0 3 億円
1,489 1,400 89 0 億円

2,506 2,501 5 0 億円
485 458 27 0 億円

422 422 0 0 億円
2 2 0 0 億円

億円
計 122 3 億円

10,141,627,638 & 3,193,973,051

31 30 1 0

平成２７年度 埼玉県後期高齢者医療費等に係る歳入歳出決算の概要 
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